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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレゼンス送信方法であって、
　ネットワークを介した通話の相手先装置への発信および前記相手先装置からの着信を制
御する通信制御ステップと、
　ユーザの現在の状況を示すプレゼンスを、前記ネットワークを介して送信する送信ステ
ップと、
　所定の機能を実行する実行制御ステップと、を含み、
　前記実行制御ステップは、前記所定の機能のうち、着信の応対に時間を要する特定機能
を起動する際に、前記特定機能の起動前のプレゼンスを、起動前プレゼンスとして記憶部
に保存し、前記特定機能の実行が終了する際に、前記記憶部に保存された前記起動前プレ
ゼンスを取得し、
　前記送信ステップは、前記特定機能を実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況
である旨の前記プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信するとともに、さらに、前
記特定機能の実行を終了する際に、前記起動前プレゼンスを、前記ネットワークを介して
送信する、
プレゼンス送信方法。
【請求項２】
　前記実行制御ステップは、前記所定の機能であるアプリケーションの実行を制御し、
　前記送信ステップは、前記アプリケーションのうち、前記特定機能としての特定アプリ
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ケーションを実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況である旨の前記プレゼンス
を、前記ネットワークを介して送信する、
請求項１に記載のプレゼンス送信方法。
【請求項３】
　前記実行制御ステップは、前記アプリケーション内の前記所定の機能を実行し、
　前記送信ステップは、前記アプリケーション内の前記所定の機能のうち、前記アプリケ
ーション内の前記特定機能を実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況である旨の
前記プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信する、
請求項１に記載のプレゼンス送信方法。
【請求項４】
　映像表示装置であって、
　ネットワークを介した通話の相手先装置への発信および前記相手先装置からの着信を制
御する通信制御部と、
　ユーザの現在の状況を示すプレゼンスを、前記ネットワークを介して送信する送信部と
、
　所定の機能を実行する実行制御部と、
　記憶部と、を備え、
　前記実行制御部は、前記所定の機能のうち、着信の応対に時間を要する特定機能を起動
する際に、前記特定機能の起動前のプレゼンスを、起動前プレゼンスとして前記記憶部に
保存し、前記特定機能の実行が終了する際に、前記記憶部に保存された前記起動前プレゼ
ンスを取得し、
　前記送信部は、前記特定機能を実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況である
旨の前記プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信するともに、さらに、前記特定機
能の実行を終了する際に、前記起動前プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信する
、
映像表示装置。
【請求項５】
　前記実行制御部は、前記所定の機能であるアプリケーションの実行を制御し、
　前記送信部は、前記アプリケーションのうち、前記特定機能としての特定アプリケーシ
ョンを実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況である旨の前記プレゼンスを、前
記ネットワークを介して送信する、
請求項４に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　前記実行制御部は、前記アプリケーション内の前記所定の機能を実行し、
　前記送信部は、前記アプリケーション内の前記所定の機能のうち、前記アプリケーショ
ン内の前記特定機能を実行する場合に、通話切替えに時間を要する状況である旨の前記プ
レゼンスを、前記ネットワークを介して送信する、
請求項５に記載の映像表示装置。
【請求項７】
　映像表示装置と、前記映像表示装置にネットワークで接続された情報処理装置とを備え
た映像表示システムであって、
　前記映像表示装置は、
　前記ネットワークを介した通話の相手先である前記情報処理装置への発信および前記情
報処理装置からの着信を制御する通信制御部と、
　ユーザの現在の状況を示すプレゼンスを、前記ネットワークを介して送信する送信部と
、
　所定の機能を実行する実行制御部と、
　記憶部と、を備え、
　前記実行制御部は、前記所定の機能のうち、着信の応対に時間を要する特定機能を起動
する際に、前記特定機能の起動前のプレゼンスを、起動前プレゼンスとして前記記憶部に
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保存し、前記特定機能の実行が終了する際に、前記記憶部に保存された前記起動前プレゼ
ンスを取得し、
　前記送信部は、前記特定機能を実行する場合に、通話切替えが困難である状況である旨
を示す前記プレゼンスを前記ネットワークを介して送信するともに、さらに、前記特定機
能の実行を終了する際に、前記起動前プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信し、
　前記情報処理装置は、
　前記プレゼンスを受信する受信部と、
　前記プレゼンスに応じたアイコンを表示する表示部と、
を備えた、映像表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、プレゼンス送信方法、映像表示装置および映像表示システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、放送受信装置等の端末に、通話機能を装備する装置が普及し始めている。このよ
うな通話機能は、放送受信装置同士や携帯端末、情報処理装置などと通話することが可能
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１１８８０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような従来技術では、相手から着信があった場合でも、端末装置の
状態により直ちに通話機能に切り換えられず着信に対して応答できない場合がある。この
ような場合において、発信先では、通話相手が不在であると誤って判断して通話をやめて
しまう場合があり、円滑な通話を実現することが困難である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態のプレゼンス送信方法は、ネットワークを介した通話の相手先装置への発信お
よび前記相手先装置からの着信を制御し、ユーザの現在の状況を示すプレゼンスを、前記
ネットワークを介して送信し、所定の機能を実行し、前記所定の機能のうち、着信の応対
に時間を要する特定機能を起動する際に、前記特定機能の起動前のプレゼンスを、起動前
プレゼンスとして記憶部に保存し、前記特定機能の実行が終了する際に、前記記憶部に保
存された前記起動前プレゼンスを取得し、前記特定機能を実行する場合に、通話切替えに
時間を要する状況である旨の前記プレゼンスを、前記ネットワークを介して送信するとと
もに、さらに、前記特定機能の実行を終了する際に、前記起動前プレゼンスを、前記ネッ
トワークを介して送信する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、実施の形態１の映像表示装置と同映像表示装置に組み込まれる通信装置
の一例を示す図である。
【図２】図２は、映像表示装置で表示される通信機能の画面の一例を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態１のアプリケーション部の機能的構成を示すブロック図であ
る。
【図４】図４は、情報処理装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、実施の形態１のプレゼンス送信処理の手順を示すフローチャートである



(4) JP 5106623 B2 2012.12.26

10

20

30

40

50

。
【図６】図６は、実施の形態１の情報処理装置における表示処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【図７】図７は、表示部に表示された通話機能の画面の一例を示す説明図である。
【図８】図８は、実施の形態２のアプリケーション部の機能的構成を示すブロック図であ
る。
【図９】図９は、実施の形態２のプレゼンス送信処理の手順を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１は、実施の形態を適用する映像表示装置と同映像表示装置に組み込まれる通信装置
の一例を示す。なお、以下に説明する要素や構成あるいは機能は、ハードウエアで実現す
るものであってもよいし、マイクロコンピュータ（処理装置、ＣＰＵ）等、を用いてソフ
トウエアで実現するものであってもよい。
【０００８】
　図１が示す映像表示装置１は、例えばテレビジョン放送を受信して音声（オーディオ）
及び映像（ビデオ）を再生するテレビジョン受信装置（以下ＴＶ装置と称する）を含む。
【０００９】
　ＴＶ装置（映像表示装置）１は、少なくともデジタル放送の番組すなわちコンテンツを
受信し、再生できる。なお、ＴＶ装置１は、インターネット（ネットワーク）網１００を
通じて供給されるコンテンツの受信が可能である。また、ＴＶ装置１は、インターネット
網１００を通じて接続される任意の接続相手先との間で、ＩＰ（Internet　Protocol）を
用いる音声（オーディオを含む）及び動画（ビデオ）による通信が可能なＩＰ電話の利用
が可能である。
【００１０】
　ＴＶ装置１において、コンテンツ（番組）を受信するチューナ部１１が受信したコンテ
ンツは、分離（Ｄｅｍｕｘ）部１２により、映像（ビデオ）データと音声（オーディオ）
データとに分離される。
【００１１】
　分離部１２が分離した映像（ビデオ）データは、映像（ビデオ）処理ブロック２１の映
像（ビデオ）デコーダ２２によりデコードされ、デジタル映像（ビデオ）信号として出力
される。
【００１２】
　映像デコーダ２２がデコードした映像（ビデオ）データは、映像出力装置を表示可能に
処理する映像（ビデオ）処理部２３に入力され、後段のディスプレイ２４が表示可能に、
所定の解像度及び出力方式、例えばインターレース（ｉ）／ノンインターレース（ｐ）等
に変換され、ディスプレイ２４に供給される。なお、映像（ビデオ）処理部２３の出力は
、例えば外部モニタ装置あるいは投影装置（プロジェクタ装置）等が接続可能な、出力端
２５に出力されてもよい。
【００１３】
　分離部１２が分離した音声データは、音声（オーディオ）処理ブロック３１の音声（オ
ーディオ）デコーダ３２によりデコードされ、デジタル音声（オーディオ）信号として出
力される。
【００１４】
　音声デコーダ３２がデコードした音声（オーディオ）信号は、音声出力装置が再生可能
に処理する音声（オーディオ）処理部３３と、音声（オーディオ）処理部３３の出力に、
映像（ビデオ）処理部２３が出力する映像信号との間の時間的な整合のために、所定時間
の遅延を与える（音声（オーディオ）出力を遅延させる）遅延部３４を通過し、アナログ
の音声（オーディオ）出力を得るＤ－Ａコンバータ３５に入力される。
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【００１５】
　Ｄ－Ａコンバータ３５からのアナログの音声（オーディオ）出力は、例えばスピーカ３
６（ラウドスピーカなど）に入力される。なお、Ｄ－Ａコンバータ３５からの出力は、Ａ
Ｖ（Audio　Visual）アンプ等が接続可能な出力端３７に、さらに分岐されてもよい。
【００１６】
　また、遅延部３４により所定時間の遅延が与えられた音声（オーディオ）信号は、通信
制御部としてのＩＰ電話制御部４１にも分岐される。ＩＰ電話制御部４１は、例えば音声
入力部（マイクロフォン）４２と音声再生部（イヤホンまたは低出力の音声再生向けスピ
ーカ）４３とを含む通信セット４４の接続が可能で、音声入力部４２からの入力をＡ－Ｄ
変換するＡ－Ｄ変換部４５と音声再生部への出力をＤ－Ａ変換するＤ－Ａ変換部４６とを
含む。なお、音声再生部への出力をＤ－Ａ変換するＤ－Ａ変換部４６は、音声（オーディ
オ）処理ブロック３１のＤ－Ａコンバータ３５と共用される。
【００１７】
　ＩＰ電話制御部４１は、ユーザの顔の画像等を取得するカメラ４７及びカメラ映像処理
部４８を伴うことができる。また、ＩＰ電話制御部４１は、通信相手先から送信された画
像を再生する画像処理部４９を伴うことができる。
【００１８】
　画像処理部４９は、例えばＪＰＥＧ（Joint　Photographic　Experts　Group）に代表
される静止画や、例えばＭＰＥＧ（Moving　Picture　Experts　Group）－２，－４（Ｈ
．２６４－ＡＶＣ）に代表される動画を再生できる。なお、動画を再生する画像処理部４
９は、映像（ビデオ）処理ブロック２１の映像（ビデオ）処理部２３と共用される。
【００１９】
　ＴＶ装置（映像表示装置）１において、チューナ部１１、分離部１２、映像（ビデオ）
処理ブロック２１、音声（オーディオ）処理ブロック３１及びＩＰ電話制御部４１のそれ
ぞれは、主制御ブロック５１により制御され、所定の動作を実行する。
【００２０】
　主制御ブロック（Main　Processing　Unit，ＭＰＵ）５１は、例えばＣＰＵ（Central
　Processing　Unit，演算装置）あるいはマイクロコンピュータを含む。ＭＰＵ５１は、
動作プログラムを保持したＲＯＭ及びワークメモリとして機能するＲＡＭを少なくとも含
むメモリユニット５２、インターネット網を通じたＩＰ電話制御部４１に対する外部から
の着信あるいはＩＰ電話制御部４１からの外部への送信を管理する状態管理部５３、ディ
スプレイ２４に表示するＧＵＩ（Graphical　User　Interface，グラフィカルユーザイン
タフェース）の表示及びＧＵＩからのユーザ入力を処理するＧＵＩ制御部５４及びインタ
ーネット網１００との間の接続、すなわちインターネット網からのさまざまな情報の取得
及びインターネット網１００へのユーザからのアクセス等を制御するネットワーク制御部
５５、等を少なくとも含む。
【００２１】
　ＭＰＵ５１にはまた、ユーザからの制御入力を受け付ける操作入力部３が接続される。
【００２２】
　操作入力部３は、例えばチューナ（入力）部１１が選択するチャンネルを特定するため
のチャンネルキー（ボタン）や電源のオン／オフに用いる電源スイッチあるいはリモート
コントローラ５からの指示や制御入力を受け付ける受信部、等を少なくとも含む。また、
文字や記号あるいは数字等の入力を可能とするキー操作入力部（キーボード）等、が接続
されてもよい。
【００２３】
　なお、ＩＰ電話制御部４１は、ＭＰＵ５１のファームウエア、あるいは予め用意された
プログラムに従い動作するＩＰ電話プログラム、例えばＳｋｙｐｅ社が提供するインター
ネット電話である「Ｓｋｙｐｅ」等、に準じ、通信セット４４のマイクロフォン４２によ
り取得するユーザの音声をパケット化し、ネットワーク（インターネット網）を介して接
続された通信相手先に送信できる。もちろん、カメラ４７が用意されている場合、ユーザ
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の映像をパケット化し、音声とともに送信できる。
【００２４】
　ＴＶ装置１により番組（コンテンツ）を視聴中に、インターネット網１００を経由して
ＩＰ通話の着信があった場合、図２に示す視聴中の番組の「映像表示」２０１中の任意の
位置、図２の例は、右上の例、に、ＧＵＩ制御部５４の制御により「着信表示」２１１が
表示される。
【００２５】
　「着信表示」２１１は、例えば着信があることを表示する「着信表示」２１２、送信元
すなわち相手先を表示する「相手先表示」２１３、応答の方法を示す「応答表示＜１＞」
２１４、「応答表示＜２＞」２１５、及び「応答表示＜３＞」２１６、等を含む。なお、
「応答表示＜１＞」２１４は、映像付の着信応答を、「応答表示＜２＞」２１５は、音声
のみの着信応答を、及び「応答表示＜３＞」は、応答せず、を、それぞれ示す。従って、
視聴者は、例えばリモコン５によるカーソル移動あるいはフォーカスにより、いずれかの
応答の方法を選択し、応答または応答せず、を選択できる。
【００２６】
　また、ＭＰＵ５１のＣＰＵ５６は、各種アプリケーションを実行する。このアプリケー
ションのプログラムはＲＯＭ（不図示）に記憶されており、ＣＰＵ５６によりＲＯＭから
読み出されて実行される。
【００２７】
　ここで、ＴＶ装置１で動作させる放送受信表示、他のアプリケーション表示中は、Ｓｋ
ｙｐｅ等の通話機能の画面は表示されない。また、通話機能において、着信対応方法をユ
ーザが選択でき、アプリケーション実行中に着信があった場合に、直ちに通話が開始され
る方法と、アプリケーション実行中に着信があった場合、着信がある旨のみを画面に表示
し、ユーザがアプリケーションを終了させ、アプリケーションの画面表示も終了させてか
ら通話機能を動作させて、着信対応を行う必要がある方法がある。
　後者の着信対応方法をユーザが選択していた場合には次のような問題がある。すなわち
、アプリケーションには、通話機能への切替えのためリモコン操作をさほど必要でないア
プリケーションと、通話機能への切替えのため多くのリモコン操作を必要とするアプリケ
ーションがある。前者のアプリケーションの実行中は、着信があった場合に比較的はやく
応対することができるが、後者のアプリケーションの実行中は、アプリケーション実行中
に、相手先から着信があった場合に、多数のリモコン操作等で直ちにＳｋｙｐｅ等の通話
機能を実行することが困難であり、着信の応対に時間を要する。
【００２８】
　このような着信応対に時間を要するアプリケーションとしては、例えば、通常のＴＶア
プリケーション、ネットワークＴＶアプリケーション、録画予約アプリケーション、番組
表表示アプリケーションなどがある。
【００２９】
　このため、ＴＶ装置１のユーザに対して発信を行った者は、着信の応対が長時間行われ
ないことから、相手先のＴＶ装置１のユーザが不在である等と誤り、通話をやめてしまう
おそれがある。このため、本実施の形態では、このような通話機能に切り替えるために着
信の応対に時間を要するアプリケーションを実行している場合には、ユーザの現在の状況
であるプレゼンスとして、通話開始まで時間を要する旨のプレゼンスを、インターネット
網１００を介して送信するようにしている。以下、かかる機能について詳細に説明する。
【００３０】
　なお、ＣＰＵ５６で実行されるアプリケーションのうち、上述した、ＴＶアプリケーシ
ョン、ネットワークＴＶアプリケーション、録画予約アプリケーション、番組表表示アプ
リケーション等の着信の応対に時間を要する特定のアプリケーションを、以下、アプリケ
ーション部と称する。
【００３１】
　なお、着信応対に時間を要するアプリケーションは、これらに限定されるものではない
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。また、着信応対に時間を要する原因が、多数のリモコン操作に限定されるものではない
。
【００３２】
　図３は、実施の形態１のアプリケーション部の機能的構成を示すブロック図である。ア
プリケーション部は、図３に示すように、プレゼンス送信部３０１と、実行制御部３０４
とを主に備えている。
【００３３】
　本実施の形態では、メモリユニット５２には、ユーザの現在の状況を示すプレゼンスが
記憶されている。メモリユニット５２には、プレゼンスとして、「オンライン」、「オフ
ライン」、「退席中」等の他、着信の応対に時間を要する旨を示す「着信応対時間要」が
記憶されている。また、メモリユニット５２は、後述するように、アプリケーション部起
動前のユーザのプレゼンスが一時的に保存される。
【００３４】
　実行制御部３０４は、アプリケーション部の実行制御を行う。また、実行制御部３０４
は、アプリケーション部が起動されたときに、アプリケーション部の起動前のプレゼンス
を、起動前プレゼンスとしてメモリユニット５２に保存する。また、実行制御部３０４は
、アプリケーション部の実行が終了する際に、メモリユニット５２に保存された起動前プ
レゼンスを取得し、現在のプレゼンスとして設定する。
【００３５】
　プレゼンス送信部３０１は、アプリケーション部が起動されたときに、メモリユニット
５２に記憶されているプレゼンスの中から、「着信応対時間要」のプレゼンスを選択し、
インターネット網１００に送信する。これにより、インターネット網１００に接続される
すべての装置の通話機能のプレゼンスの表示において、ＴＶ装置１のユーザのプレゼンス
に「着信応対時間要」のアイコンが表示されることになる。
【００３６】
　次に、ＴＶ装置１のユーザが通話を行う相手先の装置の詳細について説明する。本実施
の形態では、相手先として、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などの情報処
理装置を例にあげて説明する。ただし、相手先の装置としては、ＰＣ等の情報処理装置に
限定されるものではなく、通話機能を有するものであれば、携帯端末やＴＶ装置等いずれ
の装置にも適用することが可能である。
【００３７】
　図４は、相手先の情報処理装置４００の機能的構成を示すブロック図である。情報処理
装置４００は、図４に示すように、通信制御部４０１と、要求部４０４と、表示制御部４
０２と、表示部４０３とを主に備えている。ここで、情報処理装置４００のハードウェア
構成は、ＣＰＵ、メモリやハードディスクドライブ装置（ＨＤＤ）等の記憶装置、キーボ
ードやマウス等の入力装置、ディスプレイ装置等の表示部４０３等を備えた通常のコンピ
ュータの構成である。
【００３８】
　通信制御部４０１は、通話の相手先装置への発信および相手先装置からの着信を制御す
る。また、通信制御部４０１は、インターネット網１００に接続されている機器のユーザ
のプレゼンスを受信する。さらに、通信制御部４０１は、インターネット網１００に接続
されたＩＰ電話サーバ１０１との通信を制御する。
【００３９】
　要求部４０４は、通信制御部４０１で受信したプレゼンスに対応するアイコンを通信制
御部４０１を介してＩＰ電話サーバ１０１に要求する。ここで、ＩＰ電話サーバ１０１か
ら送信された、要求したアイコンは、通信制御部４０１が受信する。
【００４０】
　表示部４０３は、例えば、ディスプレイ装置等の表示装置である。表示制御部４０２は
、表示部４０３に対する各種画面の表示を制御する。本実施の形態では、Ｓｋｙｐｅ機能
等の通話機能の画面を表示部４０３に表示するとともに、この通話機能の画面上で、ＩＰ
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電話サーバ１０１から受信した、「オンライン」、「オフライン」、「退席中」、「着信
応対時間要」等のプレゼンスに対応したアイコンを表示する。
【００４１】
　次に、以上のように構成された本実施の形態にかかるＴＶ装置１のプレゼンス送信処理
について説明する。図５は、本実施の形態のプレゼンス送信処理の手順を示すフローチャ
ートである。図５に示すプレゼンス送信処理は、ＣＰＵ５６によって起動された、着信の
応対に時間を要するアプリケーション部が実行する。
【００４２】
　アプリケーション部が起動されると、まず、アプリケーション部の実行制御部３０４が
アプリケーション部起動前のユーザのプレゼンス（起動前プレゼンス）をメモリユニット
５２に保存する（ステップＳ１１）。
【００４３】
　次に、プレゼンス送信部３０１は、現在のプレゼンスとして、メモリユニット５２から
「着信応対時間要」のプレゼンスを選択し（ステップＳ１２）、この「着信応対時間要」
のプレゼンスをインターネット網１００に送信する（ステップＳ１３）。これにより、着
信の応対に時間を要するアプリケーションの実行中は、その旨のプレゼンスがインターネ
ット網１００に接続されたすべての機器に送信されることになる。
【００４４】
　そして、実行制御部３０４は、アプリケーション部の本来の機能を実行し（ステップＳ
１４）、ユーザからアプリケーション終了指示の入力待ち状態となる（ステップＳ１５，
Ｓ１５：Ｎｏ）。
【００４５】
　アプリケーション部の機能実行中に、ユーザからアプリケーション終了指示があった場
合には（ステップＳ１５：Ｙｅｓ）、実行制御部３０４は、メモリユニット５２から、一
時的に保存されている起動前プレゼンス（アプリケーション部起動前のユーザのプレゼン
ス）を読み出す（ステップＳ１６）。そして、プレゼンス送信部３０１は、この起動前プ
レゼンスをインターネット網１００に送信する（ステップＳ１７）。その後、実行制御部
３０４は、アプリケーション終了処理を実行し（ステップＳ１８）、アプリケーション部
は終了する。これにより、着信の応対に時間を要するアプリケーションの実行が終了する
と、アプリケーション部起動前のプレゼンスがインターネット網１００に接続されたすべ
ての機器に送信されることになる。
【００４６】
　次に、ＴＶ装置１のプレゼンスを受信した相手先の情報処理装置４００で実行される表
示処理について説明する。図６は、実施の形態１の情報処理装置における表示処理の手順
を示すフローチャートである。
【００４７】
　発信元のＴＶ装置１では、上述したステップＳ１３，Ｓ１７でＴＶ装置１のユーザのプ
レゼンスを送信するので、情報処理装置４００の通信制御部４０１は、このプレゼンスを
受信する（ステップＳ２１）。
【００４８】
　そして、要求部４０４は、受信したプレゼンスに対応したアイコンを、ＩＰ電話サーバ
１０１に要求する（ステップＳ２２）。そして、通信制御部４０１は、ＩＰ電話サーバ１
０１からのアイコンの受信待ち状態となる（ステップＳ２３、Ｓ２３：Ｎｏ）。
【００４９】
　ＩＰ電話サーバ１０１から、要求したプレゼンスに対応したアイコンを受信した場合に
は（ステップＳ２３：Ｙｅｓ）、表示制御部４０２は、発信元のユーザのＴＶ装置１のユ
ーザのプレゼンスのアイコンを表示部４０３の通話機能の画面に表示する（ステップＳ２
４）。
【００５０】
　図７は、表示部４０３に表示された通話機能の画面の一例を示す説明図である。図７の
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例では、ユーザ「ＸＹＺ」のプレゼンスとしては「オンライン」のアイコン７０２が表示
されている。このため、情報処理装置４００のユーザは、ユーザ「ＸＹＺ」に発信した場
合には、直ちに通話を開始することができると把握できる。
【００５１】
　しかし、図７の例では、ユーザ「ＡＡＡ」のプレゼンスとしては、「オンライン－着信
応対時間要」のアイコン７０１が表示されている。このため、情報処理装置４００のユー
ザはオンラインであるが、ユーザ「ＡＡＡ」に発信した場合には、通話機能に直ちに切り
替えることができず、着信の応対に時間を要すると把握することができる。このため、情
報処理装置４００のユーザは、しばらく時間が経過して、ユーザ「ＡＡＡ」の「オンライ
ン－着信応対時間要」のプレゼンスが「オンライン」に変更されてから発信するか、ある
いは発信して、しばらく応答しない場合でも、すぐに切断せずに少しの時間待機するよう
な措置をとることが可能となる。
【００５２】
　このように本実施の形態では、ＴＶ装置１において着信の応対に時間を要するアプリケ
ーションを実行している場合、着信の応対に時間を要する旨のプレゼンスが相手先のすべ
ての装置に表示されるので、ＴＶ装置１のユーザに発信しようとするユーザに対して、着
信の応対に時間がかかることを把握させて、不在と誤った判断を行うことを防止すること
ができる。これにより、本実施の形態によれば、円滑な通話を行うことができる。
【００５３】
　なお、本実施の形態では、プレゼンスをオンラインと着信対応時間要の二つを「オンラ
イン－着信応対時間要」として一つのアイコンで表示しているが、「オンライン」のプレ
ゼンスのアイコンとは別個に、「着信応対時間要」のプレゼンスのアイコンを表示するよ
うに構成してもよい。
【００５４】
　また、本実施の形態では、プレゼンスのアイコンを文字表示としているが、イメージの
アイコンを表示するように構成してもよい。
【００５５】
（実施の形態２）
　実施の形態１では、着信の応対に時間を要するアプリケーションを実行している場合、
着信応対時間要のプレゼンスを相手先のすべての装置に表示していたが、アプリケーショ
ンの中の各機能には、通話機能への切替えのためリモコン操作等をさほど必要でない機能
と、通話機能への切替えのため多くのリモコン操作を必要とする機能を含んでいる場合が
ある。前者の機能では、着信があった場合に比較的はやく応対することできるが、後者の
機能の場合には、着信の応対に時間を要する。
【００５６】
　このため、実施の形態２では、アプリケーション部の起動後にアプリケーション内の機
能のうち、着信の応対に時間を要する機能を実行する場合に、着信応対時間要のプレゼン
スを相手先のすべての装置に表示する。
【００５７】
　図８は、実施の形態２のアプリケーション部の機能的構成を示すブロック図である。ア
プリケーション部は、図８に示すように、複数の機能部Ａ、機能部Ｂ、機能部Ｃ等を備え
ている。
【００５８】
　図８の例では、機能部Ａおよび機能部Ｃが、着信があった場合でもリモコン操作等によ
り直ちに通話機能への切替えができ，着信の応対に時間を要さない機能である。また、機
能部Ｂは、着信があった場合にリモコン操作が多い等により直ちに通話機能への切替えが
困難で、着信の応対に時間を要する特定機能である。このような着信の応対に時間を要す
る機能としては、例えば、ＴＶアプリケーションにおける設定機能や、録画アプリケーシ
ョンにおける番組表表示機能などが該当するが、これらに限定されるものではない。
【００５９】
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　本実施の形態において、メモリユニット５２には、実施の形態１と同様であり、プレゼ
ンスとして、「オンライン」、「オフライン」、「退席中」、「着信応対時間要」が記憶
されている。
【００６０】
　着信応対に時間を要する機能部Ｂは、図８に示すように、プレゼンス送信部８０１と、
実行制御部８０４とを主に備えている。
【００６１】
　実行制御部８０４は、機能部Ｂの実行制御を行う。また、実行制御部８０４は、機能部
Ｂ（特定機能）が起動されたときに、機能部Ｂの起動前のプレゼンスを、起動前プレゼン
スとしてメモリユニット５２に保存する。また、実行制御部８０４は、機能部Ｂの実行が
終了する際に、メモリユニット５２に保存された起動前プレゼンスを取得し、現在のプレ
ゼンスとして設定する。
【００６２】
　プレゼンス送信部８０１は、機能部Ｂが起動されたときに、メモリユニット５２に記憶
されているプレゼンスの中から、「着信応対時間要」のプレゼンスを選択し、インターネ
ット網１００に送信する。これにより、インターネット網１００に接続されるすべての装
置の通話機能のプレゼンスの表示において、ＴＶ装置１のユーザのプレゼンスに「着信応
対時間要」のアイコンが表示されることになる。
【００６３】
　なお、ＴＶ装置１のユーザが通話を行う相手先の情報処理装置４００の機能、構成につ
いては実施の形態１と同様である。
【００６４】
　次に、以上のように構成された本実施の形態にかかるＴＶ装置１のプレゼンス送信処理
について説明する。図９は、本実施の形態のプレゼンス送信処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【００６５】
　アプリケーション部が起動されると、まず、アプリケーション部の機能部が実行される
（ステップＳ３１）。そして、ユーザから、着信応対に時間を要する機能部の実行指示が
あった場合（ステップＳ３２：Ｙｅｓ）、機能部Ｂが起動される。この機能部Ｂでは、実
行制御部８０４が機能部Ｂ起動前のユーザのプレゼンス（起動前プレゼンス）をメモリユ
ニット５２に保存する（ステップＳ３３）。
【００６６】
　次に、機能部Ｂのプレゼンス送信部８０１は、現在のプレゼンスとして、メモリユニッ
ト５２から「着信応対時間要」のプレゼンスを選択し（ステップＳ３４）、この「着信応
対時間要」のプレゼンスをインターネット網１００に送信する（ステップＳ３５）。これ
により、着信の応対に時間を要する機能部Ｂの実行中は、その旨のプレゼンスがインター
ネット網１００に接続されたすべての機器に送信されることになる。
【００６７】
　そして、機能部Ｂの実行制御部８０４は、機能部Ｂの本来の機能を実行し（ステップＳ
３６）、ユーザから機能部Ｂの終了指示の入力待ち状態となる（ステップＳ３７，Ｓ３７
：Ｎｏ）。
【００６８】
　機能部Ｂの実行中に、ユーザから、他の機能部の実行指示、すなわち機能部Ｂの終了指
示があった場合には（ステップＳ３７：Ｙｅｓ）、実行制御部８０４は、メモリユニット
５２から、一時的に保存されている起動前プレゼンス（機能部Ｂ起動前のユーザのプレゼ
ンス）を読み出す（ステップＳ３８）。そして、プレゼンス送信部８０１は、この起動前
プレゼンスをインターネット網１００に送信する（ステップＳ３９）。その後、実行制御
部８０４は、ユーザから指定された他の機能部を実行する（ステップＳ４０）。これによ
り、着信の応対に時間を要する機能部Ｂの実行が終了すると、機能部Ｂの起動前のプレゼ
ンスがインターネット網１００に接続されたすべての機器に送信されることになる。
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【００６９】
　情報処理装置４００側におけるプレゼンスに対応するアイコンの表示処理は、実施の形
態１と同様に行われる。
【００７０】
　このように本実施の形態では、アプリケーションの中の機能のうち、着信の応対に時間
を要する機能を実行する場合に、着信応対時間要のプレゼンスを相手先のすべての装置に
表示するので、ＴＶ装置１のユーザに発信しようとするユーザに対して、着信の応対に時
間がかかることを把握させて、不在と誤った判断を行うことを防止することができる。こ
れにより、本実施の形態によれば、円滑な通話を行うことができる。
【００７１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００７２】
　３　操作入力部
　５　リモコン
　１１　チューナ部
　１２　分離部
　２１　映像処理ブロック
　２２　映像デコーダ
　２３　映像処理部
　３１　音声処理ブロック
　３２　音声デコーダ
　３３　音声処理部
　３４　遅延部
　３５　Ｄ－Ａコンバータ
　３６　スピーカ
　４１　ＩＰ電話制御部
　４２　マイクロフォン
　４３　イヤホン
　４４　通信セット
　４５　Ａ－Ｄコンバータ
　４７　カメラ
　５１　主制御ブロック
　５２　メモリユニット
　５３　状態管理部
　５４　ＧＵＩ制御部
　５５　ネットワーク制御部
　１００　インターネット網
　１０１　ＩＰ電話サーバ
　３０１，８０１　プレゼンス送信部
　３０４，８０４　実行制御部
　４００　情報処理装置
　４０１　通信制御部
　４０２　表示制御部
　４０３　表示部
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　４０４　要求部
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